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愛知県 
の東三河地方 

静岡県 
の遠州地方 

長野県 
の南信州地方 

★ 
豊橋市 

愛知大学・豊橋校舎 

三遠南信地域とは 
主な沿革 
• 2004設立 
• 2005～2009 
  文部科学省学術研究高度推進化事業 

• 地域連携事業 
• 2007 GIS基幹システムの構築 
• 2008 空間データモデリング 
      GISアプリケーションの開発  

• 2010～2012 
   文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業 

• GISと地域防災 
• GISと地域産業 

• 2011～ 

 地域政策学部設立 

 GISカリキュラムの実施 
 「GIS学術士」 の認定 

★ 
浜松市 

★ 
飯田市 
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研究 

支援 

地域連携 

支援 

GIS教育

支援 

• 対象：教員、研究者 
• 形態：個人研究、プロジェクト研究 
• システムへの要望： 

1. 研究成果の蓄積、共有 
2. 基礎データの共有 
3. GISコンテンツの再利用 

• 対象：学部生、大学院生 
• 形態：講義・演習形式 
• 要望： 

1. GISカリキュラムへの支援 
2. 「GIS学術士」資格取得の支援 

• 対象：自治体、NPO、住民 
• 形態：遠隔情報共有 
• 要望： 

1. GIS人材育成の支援 
2. WebGISによる情報受信 

本講演は研究支援を中心に 

3 



1. はじめに 

2. 基礎データー階層の研究と開発  

3. 空間モデルの設計と実装 

4. GISサービスについて（デモ） 

5. まとめ 
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① データ共有 

② コンテンツの再利用 

③ 共同研究・開発 

1. 学問体系の整理 → 共通の指標体系を検討 
2. 共通のデータ構造・格納場所 → データスキマーと空間モデルの統一 
3. 共有のデータ加工手段 → 共通ユーザーインターフェース 
4. GISコンテンツ流通の環境 → GISサービス環境の確立 

主な問題点 
• データ収集・処理に膨大な時間と労力が費やす 
• データは研究者が独自に開発し、規格は統一しない → データ共有できない 
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外部から入手したデータ 自ら収集したデータ 

情報の粒度が違う 

Data単位 

地物属性の値を表す 

DataSet単位 

•複数地物属性の値 
•地物間の関連 
      Relationship 
      Topology 

Module単位 
•複数DataSet 
•処理方法（空間解析） 
•表現方法 
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基礎データ格納・共有 

独自なデータ収集・開発 

空間モデルの共有 

ジオデータの再利用 

背景マップサービスの利用 

ジオプロセシングの利用 

全員・プロジェクト共通のDBスキマー 

プロジェクトごとの空間モデル 

GISコンテンツの共有 
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基礎データ格納・共有 

独自なデータ収集・開発 

全員・プロジェクト共通のDBスキマー 

✔ 
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① データスキマーの設計 

② データベースの実装 

③ データ格納ツールの構築 

④ データ取得サイトの構築 

データの体系： 
日本地誌学の分類法を参照した 
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マクロデータ 
例えば、市区町村単位の統
計データ 

ミクロデータ 
例えば、メッシュ単位の統計データ 

マイクロデータ（ or Individual Data） 
例えば、住宅データ、テレポイントデータ、ア
ンケート調査、GPSデータなど個票データ 

集
計
デ
ー
タ

 
（
A

g
g
re

g
a
te

d
 D

a
ta
）
 

非
集
計
デ
ー
タ
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 D
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）
 

• 非集計型のマイクロデータが注目されている 
• 個票データの開発に中心を置いている 
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集計データの限界 
• 集計範囲の固定 
 例えば、県境跨ぐ地域や流域・山脈などは対応できない 
• 地物間の関連情報の欠損 

完成車メーカー 

組立工場 

車種 

部品メーカー 

部品工場 

部品Unit 

系列グループ 

所属 

生産 

構成 

生産 

所属 

取引 

取引 加盟 

物流 

マイクロデータ 
• 個体データ（Individual Data）を対象 
• Individual Property（属性） 
• Individual Relationship（関連） 

例えば、自動車部品産業の個体データとその関連 
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完成車メーカー 

組立工場 

車種 

部品メーカー 

部品工場 

部品Unit 

系列グループ 

所属 

生産 

構成 
生産 

所属 

取引 

取引 加盟 

物流 

• 部品類別 
• 部品名 

• 工場名 
• 住所 
• 従業者数 
• 出荷額（推計値） 
• 生産形態 
• 敷地面積 

• 会社名 
• 住所 
• 資本金 
• 代表者 
• 取引銀行 
• 証券コード 

• 納入先 
• 仕入れ先 
• 関連部品 

取引 

メーカ 

工場 

部品 

取引ネットワーク
の研究 

Supply Chain
の耐震性 

産業集積と地域
経済の関連 

次世代自動車
の影響 

•    
•   
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Individual 
Relationship 

元データ スキャナとOCR Excel形式データ テキストマイニング（独自開発） 

データスキマー 

産業データベース アドレスマッチング 工場出荷額の推計 

出所：株式会社アイアールシー 
 『トヨタグループの実態、1996、2006、2010年版』 

出所：工業統計メッシュデータ 
（愛知県・産業別表） 東京大学空間情報研究センター 
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Excel 形式の元データ 

産業データベース 

テキストマイニングシステム 

① 元のデータ
をコピーする 

② この枠に
貼り付ける 

③ このボタ
ンを押す 

④ テキストマ
イニング結果
を確認 

⑤ このボタンを押
すと、データベース
へ保存される 
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•  データの関連付け作業 
• 欠損データの補完作業（インターネット中心） 
•  データのチェック 
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取引ネット
ワークの研究 

クラスター研究 

産業集積の検証 
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部品調達圏の検証 
空間相関分析 

エンジン・駆動関連部品
の減産による経済波及効
果の試算 
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空間モデルの共有 

ジオデータの再利用 

プロジェクトごとの空間モデル 

✔ 
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設計目標 
① データスキーマの統一 

② 空間データと非空間データの分離 

③ データ構造とデータ表現の分離 

 

設計・実装・書類作成の自動化 
① 空間モデルの設計と実装ツール（ArcGIS Diagrammer） 

② 「Geodatabase Schema Diagram」でデータ仕様の共有 

③ データモデルテンプレートの活用 
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空間データと非空間データの分離 データ属性情報とデータ表現情報の分離 

空間データ 

基本属性 
• 座標 
• 形状 
• 参照系 

非空間データ 

• ビルの名前 
• 住所 
• 所有者 
• 賃貸者A 
• 賃貸者B 
• ・・・・ 

１対多 

非空間データ 

鉄道会社 
•  ・・・ 
• JR東海 
•  ・・・ 

空間データ 

• 新幹線（線） 
• JR路線（線） 
• 関連駅（点） 

１対多 

基本属性 
• 座標 
• 形状 
• 参照系 

データ属性 データ表現 

• 色 
• フォント 
• サイズ 
• レイアウト 
• 縮尺 
• ・・・ 

• 属性値 
• 属性間の関連 
• 振る舞いなど 
• ・・・ 
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１対多の関係を保持する 

多数の統計データ 
と柔軟に対応できる 

非空間的な情報 

空間データ（座標・形状・空間参照） 

非空間的な情報 
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同じデータ複数の表現 

データ表現の情報は 
レイヤファイルに保存 
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ArcSDE 

http://kiwigis.blogspot.com/2010/07/arcgis-diagrammer-for-arcgis-10.html 

① UML（Unified Modeling Language） 
  でモデルを設計する 

② XML（Extensible Markup Language） 
  データ形式でモデルを書き出す 

③ ArcSDE（Spatial Database Engine） 
  に読み込む 
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① CEAS Toolsを利用し、MS Visio形式で 
Geodatabase Schema Diagramを書き出す 

ArcMap 10 

② Geodatabase Schema DiagramをPDF形
式に変換し、印刷する。 

ベースマップの基本仕様 
として、研究員に共有する 
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http://forums.arcgis.com/threads/12692-CASE-Tools-using-Visio-2003-and-Visio-2007-for-ArcGIS-10 
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http://www.esri.com/software/arcgis/geodatabase/data-models.html 
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✔ 
背景マップサービスの利用 

ジオプロセシングの利用 

GISコンテンツの共有 
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マップ 
レイヤ 
空間解析 

DataSet 

Server 
Object 

ネットワーク

ArcCatalog

提供 取得 

LAN or 
Internet 
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 事例：豊橋における津波水害の検証 
◦ 前提：津波規模の予測結果に従って、被害規模を検証する 

    名古屋大学６M、豊橋技術科学大学３M、・・・など 
◦ 被災規模の検証：浸水建物、水没建物、被災人口の推定 
◦ 指定避難所の安全性、新たな避難場所（高層ビルなど）の検討 
◦ 避難ルートの検証など 

 GISサービスのデモについて 
◦ マップサービスの使い方 
◦ ジオデータサービスの使い方 
◦ ジオプロセシングサービスの使い方 
デモ者：ナカジャクリエイテブ株式会社 技術部・GIS技術課 

      陶俊氏 
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開発者側 

 データベース構築は、システム的な視点が必要である 

一般研究者側 

 システムを活用した研究手法が必要である 

運用・管理者側 

 産学連携の仕組みは考えられる 
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